
　

松
ヶ
崎
学
区
の
皆
様
、
暑
い
夏
を

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
た
で
し
ょ
う

か
。

　

当
社
会
福
祉
協
議
会
も
平
成
八
年

五
月
に
発
足
し
、
早
や
十
六
年
に
な

り
ま
す
。
岩
﨑
純
一
前
会
長
が
築
い

て
こ
ら
れ
た
松
ヶ
崎
の
中
で
の
様
々

な
事
業
を
、
各
所
属
役
員
全
員
で
継

承
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
他
の

行
政
区
と
同
じ
く
、
松
ヶ
崎
学
区
で

も
自
治
会
加
入
率
が
年
々
減
少
し
て

い
る
状
態
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
今
一
度
自
分
た

ち
が
住
ん
で
い
る
松
ヶ
崎
の
事
を
考

え
て
頂
き
、
皆
で
住
み
よ
く
楽
し
い

安
全
な
町
に
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

昨
今
、
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い

事
故
・
犯
罪
が
毎
日
の
よ
う
に
報
道

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
勿
論
、
加
害
者

の
責
任
が
大
き
い
こ
と
は
云
う
ま
で

も
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
翻

っ
て
考
え
て
み
る
と
、
私
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
が
そ
う
さ
せ
て
い
る
面

も
看
過
で
き
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
し
、
顔
や
心
の
見
え
な
い

相
手
と
は
親
密
な
交
流
や
相
談
を
す

る
が
、
親
や
周
囲
の
人
に
は
相
談
で

き
な
い
と
い
う
人
が
増
え
て
い
る
よ

う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

自
分
が
気
に
入
ら
な
け
れ
ば
キ
ー
を

押
し
、｢

リ
セ
ッ
ト｣

す
れ
ば
何
事

も
一
か
ら
や
り
直
せ
る
ゲ
ー
ム
を
、

人
生
も
同
様
と
勘
違
い
し
て
い
る
人

が
多
く
存
在
し
て
い
る
の
も
事
実
で

し
ょ
う
。

　
「
温
故
知
新
」
と
い
う
諺
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
言
葉
の
持
つ
意
味
を

今
一
度
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
今
の
時
代
、
古
い
こ
と

は
あ
ま
り
顧
み
ず
、
よ
り
新
し
い
こ

と
ば
か
り
を
追
い
求
め
る
あ
ま
り
、

人
と
し
て
最
も
大
切
な
、
人
間
同
士

の
繋
が
り
・
関
わ
り
・
思
い
や
り
に

対
し
稀
薄
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や

個
人
情
報
の
保
護
は
、
あ
く
ま
で
、

そ
れ
ら
を
悪
用
し
よ
う
と
す
る
者
に

対
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
地
域
や
隣

人
と
の
付
き
合
い
に
制
限
を
加
え
る

も
の
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

　

最
後
に
お
願
い
な
の
で
す
が
、
社

協
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
、
年
齢
・

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
是
非
御

連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
ビ
ー
ト
ル
ズ
・
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
・

古
銭
談
議
で
も
結
構
で
す
…
…
ョ
！

０
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第
一
回　
五
月
二
十
四
日（
木
）

　

教
室
へ
入
ら
れ
る
順
に
、
京
都
博
愛
会
病

院
の
高
橋
看
護
師
さ
ん
に
よ
る
血
圧
測
定
と

問
診
で
す
。
勿
論
、
全
員
の
健
康
状
態
に
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
入
生
大
橋
さ
ん
の
紹
介
を
終
え
、
博
愛

会
保
育
士
𠮷
田
先
生
が
、〝
お
は
よ
う
大
橋

さ
ん
〟
を 

キ
ー
ボ
ー
ド
で
演
奏
し
な
が
ら

出
席
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。
続
い
て
〝
み
か

ん
の
花
咲
く
丘
〟〝
こ
い
の
ぼ
り
〟
を
歌
い
、

大
き
な
声
を
出
し
て
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、

す
こ
や
か
学
級
の
新
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

一
時
限　

社
協
の
役
員
、
関
口
さ
ん
に
よ

る
平
安
時
代
の
今
昔
ク
イ
ズ
で
す
。
現
在
の

京
都
御
所
に
天
皇
が
常
住
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
何
時
代
？
（
平
安
時
代
・
鎌
倉
時

代
・
室
町
時
代
）、
そ
し
て
「
平
安
京
左
右

条
坊
図
」
を
見
な
が
ら
の
講
義
、
し
っ
か
り

頭
の
体
操
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
次
回
ま

で
に
藤
原
道
長
に
つ
い
て
調
べ
て
く
る
よ
う

に
と
の
宿
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
時
限　

高
橋
看
護
師
さ
ん
に
よ
る
健
康

管
理
の
お
話
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
特
に
食
中

毒
の
季
節
と
な
る
の
で
、
外
か
ら
帰
っ
た
時

は
、
入
念
な
手
洗
い
を
す
る
よ
う
に
と
、
実

践
を
交
え
て
指
導
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

お
い
し
い
昼
食
、
お
昼
休
み
、
そ
し
て
午

後
の
授
業
で
す
。

　

三
時
限　

下
鴨
警
察
署
安
全
課
の
佐
藤
さ

ん
に
よ
る
、
五
歳
の
可
愛
い
け
ん
ち
ゃ
ん
人

形
（
な
ぜ
か
勤
続
二
十
年
）
を
使
っ
て
の
腹

話
術
で
す
。

　

赤
・
青
・
黄
の
標
識
に
よ
る
交
通
安
全
の

指
導
で
す
。
楽
し
く
手
を
叩
い
て
学
び
ま
し

た
。
ち
な
み
に
、
七
〇
歳
以
上
の
方
は
歩
道

を
自
転
車
で
走
っ
て
も
よ
い
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

四
時
限　

井
栗
保
育
士
さ
ん
の
食
べ
合

わ
せ
ク
イ
ズ
。〝
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
人

は
果
物
を
食
べ
た
ほ
う
が
良
い
？
悪
い
？
〟。

〝
吸
収
率
の
良
い
Ca
を
含
ん
で
い
る
食
べ
物

は
ジ
ャ
コ
？
ヨ
ー
グ
ル
ト
？
〟
等
々
、
食

べ
合
わ
せ
に
つ
い
て
の
勉
強
で
し
た
。

　

五
時
限　

手
と
頭
を
使
っ
て
の
工
作
で

す
。「
お
き
あ
が
り
カ
エ
ル
」
を
作
り
ま
し

た
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
を
材
料
に

し
、
目
を
つ
け
、
手
を
つ
け
、
台
に
は
パ
チ

ン
コ
玉
を
貼
り
付
け
て
、
ギ
ッ
タ
ン
、
バ
ッ

タ
ン
、「
お
き
あ
が
り
カ
エ
ル
」
の
出
来
上

が
り
。
楽
し
く
遊
び
、
御
土
産
が
で
き
ま
し 

た
。

　

最
後
は
、 〝
三
六
五
歩
の
マ
ー
チ
〟
に
合

わ
せ
て
健
康
体
操
を
し
、〝
♪
一
つ
と
せ
～
〟

で
始
ま
る
、お
な
じ
み
の
「
す
こ
や
か
体
操
」

で
体
と
頭
を
ほ
ぐ
し
、
新
学
期
の
授
業
を
楽

し
く
終
え
ま
し
た
。

第
二
回　
六
月
十
五
日（
金
）

　

あ
じ
さ
い
の
美
し
い
六
月
、
少
し
曇
り
空

の
な
か
、
十
五
名
の
方
が
松
ヶ
崎
小
学
校
の

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

午
前
十
一
時
に
、
林
先
生
、
西
野
会
長
の

挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。
六
月
が
お
誕
生
月

の
方
は
女
性
お
二
人
、
ハ
ッ
ピ
バ
ー
ス
デ
イ

の
歌
を
唄
っ
て
、
み
ん
な
で
祝
福
し
ま
し
た
。

　

午
前
の
お
勉
強
タ
イ
ム
に
は
、
関
口
さ
ん

の
〝
藤
原
道
長
〟
の
没
年
か
ら
、
陰
暦
と
太

陽
暦
の
微
妙
な
差
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

歴
史
年
表
の
不
思
議
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

お
勉
強
の
後
は
、〝
風
船
す
も
う
〟。
ロ
ー

プ
に
宙
吊
り
に
な
っ
た
風
船
を
下
か
ら
う
ち

わ
で
扇
い
で
、
相
手
の
陣
営
へ
追
い
や
っ
た

方
が
勝
ち
！
ノ
コ
ッ
タ
ノ
コ
ッ
タ
と
賑
や

か
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
五
百
円
で
は
絶
対
に
い
た
だ
け

な
い
、
い
つ
も
の
豪
華
ち
ら
し
寿
司
で
昼
食

で
す
。

すす
ここ
やや
かか
学学
級級
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午
後
は
、
京
都
博
愛
会
病
院
の
高
丸
看
護

師
さ
ん
か
ら
〝
熱
中
症
〟
の
症
状
と
予
防
に

つ
い
て
の
お
話
し
で
し
た
。 

　

京
都
ク
イ
ズ
は
、〝
京
の
酒
〟
を
テ
ー
マ
に
、

四
枠
選
択
で
す
。〝
室
町
時
代
、
都
に
酒
屋

は
何
軒
あ
っ
た
か
？
〟
な
ど
、
か
な
り
の
難

問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ク
イ
ズ
の
後
は
、
工
作
時
間
で
す
。
金
魚

鉢
を
好
き
な
色
の
テ
ー
プ
で
飾
り
、
思
い
思

い
の
〝
金
魚
鉢
モ
ビ
ー
ル
〟
を
作
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
い
つ
も
の
健
康
体
操
な
ど
を
し

て
、
体
を
ほ
ぐ
し
、
午
後
二
時
三
十
分
終
了
。

い
つ
の
ま
に
か
晴
れ
あ
が
っ
た
空
の
も
と
、

そ
れ
ぞ
れ
家
路
に
つ
か
れ
ま
し
た
。

七
月
六
日（
金
）

　

梅
雨
真
っ
盛
り
の
雨
の
中
、
総
勢
七
十
三

名
が
ア
ピ
カ
ル
イ
ン
に
集
ま
ら
れ
た
。

　

西
野
会
長
に
よ
る
開
会
の
挨
拶
に
続
き
、

来
賓
の
松
ヶ
崎
自
治
連
合
会
会
長
・
岩
﨑
猛

彦
様
、
左
京
区
役
所
副
所
長
・
北
村
至
都
子

様
、
左
京
区
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
次
長
・

野
原
孝
彦
様
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
い
た
。

　

次
に
、
京
都
博
愛
会
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
科
部
長
の
冨
田
素
子
先
生
よ
り
、

「
楽
し
く
転
倒
予
防
」
の
医
療
講
話
を
頂
い

た
。
病
気
に
よ
る
転
倒
の
原
因
に
は
、
①
骨

粗
鬆
症
、
②
運
動
器
症
候
群
、
③
廃
用
症
候

群
の
三
つ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
予
防
す
る
に

は
、［
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
＋
カ
ル
シ
ウ

ム
の
豊
富
な
食
品
＋
運
動
］
が
大
切
で
あ
る

と
、
医
師
の
立
場
か
ら
話
さ
れ
、
大
変
勉
強

に
な
っ
た
。

　

続
い
て
、
理
学
療
法
士
の
窓
場
・
田
中
両

先
生
が
、
家
で
で
き
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
わ

か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
た
。
運
動
は
、
ゆ
っ

く
り
息
を
止
め
ず
に
楽
し
く
続
け
る
こ
と
が

コ
ツ
。
楽
し
く
転
倒
予
防
す
れ
ば
、
ま
す
ま

す
元
気
で
何
で
も
で
き
る
と
エ
ー
ル
を
頂
い

た
。

　

お
昼
の
食
事
は
、
適
度
の
運
動
を
し
た
せ

い
か
、
お
腹
が
す
い
て
一
層
お
い
し
く
頂
い

た
。

　

午
後
は
、
下
鴨
警
察
署
交
通
総
務
課
の
中

川
・
原
田
両
氏
に
よ
る
「
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
及
び
交
通
マ
ナ
ー
」
の
お
話
で
す
。

高
齢
者
の
事
故
は
歩
行
中
に
多
い
。
信
号
が

青
で
も
、
横
断
歩
道
で
油
断
せ
ず
、
夜
は
反

射
材
を
身
に
つ
け
、
明
る
い
色
の
服
装
で
歩

く
こ
と
。「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
。
相

手
の
命
も
思
い
や
る
」
と
、
命
の
大
切
さ
を

力
説
さ
れ
た
。

　

貴
重
な
話
の
後
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
。

テ
ー
ブ
ル
対
抗
「
あ
」
の
出
だ
し
歌
合
戦
と

○
×
ク
イ
ズ
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
上
位

三
名
に
は
豪
華
景
品
が
出
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
恒
例
の
𠮷
田
先
生
に
よ
る
「
健

康
す
こ
や
か
体
操
」
の
後
、
村
上
副
会
長
の

挨
拶
で
閉
会
と
な
っ
た
。

ふふ
れれ
ああ
いい
会会
食食
会会
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関　

口　
　
　

力

梅

原

慈

子

富
田
美
喜
子

中
川
美
祢
子

岩

﨑

洋

子

林　
　
　

久　

雄

▽
編
集
委
員
△

九
月
一
日
（
土
）

　

訓
練
は
、
関
東
大
震
災
の
発
生
に
ち

な
み
、
毎
年
全
国
で
行
わ
れ
て
お
り
、

当
学
区
は
洛
北
中
学
・
岩
倉
東
公
園
で

の
行
事
に
参
加
。
訓
練
に
先
立
ち
、
区

役
所
に
お
い
て
予
行
演
習
も
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
各
工
程
は
準
備
さ
れ

た
通
り
ス
ム
ー
ズ
に
、
し
か
も
和
気
藹

藹
と
し
た
雰
囲
気
の
な
か
で
終
了
し
た
。

た
だ
、
現
実
に
災
害
が
起
こ
っ
た
時
、

ど
こ
ま
で
対
応
で
き
る
の
か
、
一
抹
の

不
安
は
残
り
ま
し
た
。

七
月
十
二（
木
）・二
十（
金
）
日

　

快
適
な
睡
眠
は
清
潔
な
寝
具
か
ら
。

高
齢
者
の
方
に
心
地
よ
い
睡
眠
を
お
届

け
す
る
た
め
、
二
日
間
に
わ
た
り
実
施
。

両
日
と
も
生
憎
の
雨
模
様
で
は
あ
っ
た

が
、
御
依
頼
の
あ
っ
た
三
十
七
世
帯
か

ら
午
前
中
に
布
団
・
毛
布
を
回
収
。
夕

刻
に
は
ふ
か
ふ
か
の
状
態
で
返
却
。
玄

関
か
ら
玄
関
へ
と
い
う
利
便
さ
に
加
え
、

負
担
金
も
格
安
と
い
う
こ
と
で
、
好
評

を
得
て
お
り
ま
す
。

　
〝
風
蘭
〟
は
日
本
独
特
の
植
物
で
、
里
山

幽
谷
の
老
樹
や
岩
場
等
に
着
生
す
る
蘭
科
植

物
の
多
年
草
で
す
。

有限会社 章美プリント
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TEL 075︲69�︲�624

京
都
市
総
合
防
災
訓
練
へ
の
参
加

寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施

四
季
折
々

会

長

西

野

信

雄

副
会
長

黒

松

文

子

　

〃　

岩

﨑

達

夫

　

〃　

村

上

弘

子

庶
務
・
会
計

関

口
　

力

顧 

問

林
　

久

雄

監 

事

島
　

浩

之

　

〃　

北

川

憲

一

役

員

井

林

敬

子

　

〃　

中　

川　

美
袮
子

　

〃　

藤　

井　

恵
美
子

　

〃　

立

川

徹

子

　

〃　

富　

田　

美
喜
子

　

〃　

岩

﨑

洋

子

　

〃　

奥

谷

澄

子

　

〃　

浅　

沼　

ゆ
き
子

　

〃　

梅

原

慈

子

　

〃　

和

田

恵

子

　

〃　

中

川

理

恵

　

〃　

村

上

幹

子

　

〃　

安

藤

鈴

代

　

〃　

古　

谷　

佐
代
子

　

〃　

𠮷

田

法

子

　

〃　

井

上

和

子

　

〃　

岩

﨑

禎

子

　

〃　

大

川

洋

子

　

〃　

田

中

格

夫

　

〃　

藤

木

壮

二

松
个
崎
社
会
福
祉
協
議
会

役　
員　
名　
簿

役　
員　
名　
簿
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